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変わっても 仁］ 〇やりがいや達成感が 仁］
になる。
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表 4- 1 起因疾患による分類


































いわれており，脳に障害がない子どもの場合でも， 2 ～ 3倍高いといわれている (RutterM. et al 1970 a・b, 



































主な参考文献：石部 (1984)，文部省 (1987)，清水 (1999)，柳本 (2002)，藤田 (2003)
















［以上，盲学校，聾学校及び養護学校小学部・中学部学習指導要領第 2章第 1節第 1款 3' 第 2節第
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小学 4年算 数 「角」
表5-2 単元の目標
量と測定 I I 皿
角の大きさについて理解し， 単位を用いて角の大きさを表 角の大きさを表す単位を知り，







①身の回りから，角度 ①頂点をそろえて角を ①分度器を使って，角 ① 1直角＝90゚ の関係
のあるものを見つけ 比べることで，大小 の大きさを測定でき を理解する。
I ようとする。 を考えることができ る。 ②角の大きさの単位と
②角について調べよう る。 ②分度器の目盛りを読 測定の意味を理解す
とする。 むことができる。 る。
①身の回りから，角度 ①頂点をそろえて角を ①分度器の目盛りを正 ① 1直角＝90゚ を知る。
のあるものを見つけ 比べることで，大小 確に読むことができ ②角の大きさの単位と測




①身の回りから，角度 ①頂点をそろえて角を ①分度器の目盛りを読 ① 1直角＝90゚ を知る。
のあるものを見つけ 比べることで，大小 むことができる。 ②角の大きさの単位を





















































































目 標 手だてA 手だて B
①語のまとまりを意識して，文章 ①教員の指差しと，拡大した文字 ①32ポイントの拡大文字で，パソ




























①筆順に従って手こ;:"'-A✓ て書いてある I ①教員か動:t;；；して一緒に
文字。 書く。
現在の (11月）「個別の評価基準」


























































































l ●長所を評価 ●プロセス重視 ●ー自己評価と相互言門両］
I 子どもが I 
自分の変化，成長に気づき，
次の一歩を見いだせるように



































































































































































ィ．五感をつかって情報を イ．自己の経験や体験活動 イ．生活上の不自由を補う イ．自分にとって使いやす
集め，自分の考えを深めな から問題をつかみ，実地調 ための自分なりの方法に気 い手段や情報機器を活用し
がら，それを分類・整理す査や各種の資料などから情づきながら，必要な情報を ながら，情報を適切に収
る手順や方法を知り，まと 報を収集し，それを活用し 収集・選択し，問題を解決集・選択し，問題を解決す
める ながら問題を解決する する る
ゥ．友だちの感じ方や考え ウ．友だちと協力して調ベ ウ．問題解決に向けて，生 ウ．問題解決に向けて，自
を聞く中で，様々な「み」 たり話し合ったりする中 活上の不自由を補うための 分なりの方法を生かし，周










































3 年 1 年
高等部






















ィ．様々な手段や情報機器 イ．様々な手段や情報機器 イ．様々な手段や情報機器 イ．様々な手段や情報機器




ゥ．間題解決に向けて，臨 ウ．問題解決に向けて，社 ウ．間題解決に向けて，社 ウ．間題解決に向けて，社
機応変に周囲の人に必要な 会や周囲の人とのかかわり 会や様々な人とのかかわり 会や様々な人とのかかわり
援助を依頼したり，仲間と をもつ を積極的にもち，視野を広をより幅広く臨機応変にも
協力したりする げる つ
エ．自己のよさと他者のよ エ．社会や周囲の人とのか エ．社会や様々な人とのか エ．社会や様々な人とのか
さを生かして役割を分担 かわりの中で，自己の思い かわりの中で，自己の思い かわりの中で，自己の思い
















































：直尺言：［三三三〗:l:：□□□:::1 l:~l口□□:;:1l言i鱈喜言：／［三 I □;;；；：；；;：/：□ 1:）：：:：言已：：：：書：言言冒二:;閂ご
ゥ．お金のやりとりの際に必要な援助
ウ．普段と異なる集団においても，自 ウ．他人の発表に興味•関心を持ち， ウ．外出の際に必要な援助を確保する を確保するとともに，状況に応じて臨
















ァ．様々な集団での活動を通して，相 ア．活動の意義を意識し全体の見通し ア．体験を通して学んだことについて ア．自分の目的に応じで情報を適切に ア．生活に必要な物やサービスの価格 ア．自分の障害を補う道具の工夫や機 ア．卒業生の講話や施設見学等を通し
手を理解し尊重することができる をもった上で，自分にあった個人目標 まとめ，適切に発表できる 収集・選択するとともに，他者の意見を知り，活動内容に応じた予算立てが器の活用を図ることができる て様々な生き方にふれ，働く喜びや苦







ア．集団での活動を通して，他者の障 ア．活動に必要な準備や日程について ア．自己の成長をとらえ．体験を通し ア．多様な情報源を用いて．多くの情 ア．自分の生活に身近な物の価格を知 ア．自分の障害を補う道具のエ夫や機 ア．卒業生の溝話等を通じて，様々な
害や意見を理解し．雌重することがで 見通しをもち，互いの持ち味を生かし て学んだことについてまとめるととも 報の中から自分の目的に応して情報を り．外出活動等に必要な予算立てがで器の活用を図ることができる 生き方にふれ．働く喜びや苦労．意義
きる ながら主体的・計画的に準備活動に取に．自信を持って発表することができ適切に収集・選択することができる きる について考えることができる
組むことができる ィ．他者のエ夫や活用は自分にも適用
ィ．収集・選択しだ情報をもとに外出 イ．家計や世の中のお金の循環に目を できるかどうかを考えたり．製品化さ イ．今の自分の生活に身近な福祉制度
イ．活動に応じて必要な援助を周囲の イ．発表の時間や目的に応じて．わか の企画立案をし．使用する駅や店等と 向け，計画的なお金の使い方について れている物の用途や施されている工夫 について知り，その活用方法を理解す
人に自らわかりやすく伝えることがで りやすく伝えるためのエ夫を図るとと 必要な連絡調整を図ることができる 考えることができる に興味•関心を持ったりすることがで ることができる
ウ．自分のよさと他者のよさを生かし，きる もに，聞き手の反応を引き出しながら きる
3 I集団での活動をよりよいものにしよう 発表することができる ウ．公共交通機関等を利用して行動すウ．お金のやりとりを行う際に必要な
とすることができる ウ．普段と異なる集団においても，自 る際に必要な援助を自ら確保し，臨機援助を自ら確保するとともに．臨機応



















































































































































把 門 l中心課題 ・心理的な安定 動 呂子刃白刃
握
万̂＇ 


































































ことばカードやトーキ 自分の伝えたい内容の文 ことばカードを組み合わ ことばカードを選べずに




目 標 「個別の評価基準」 備 考
物とかかわりながら楽しく 0. どの遊びも楽しめない。 楽しむ姿として
遊ぶことが増える。 1. 1つの遊びを楽しめる。 ・笑顔
・キーボード 2. 2つの遊びを楽しめる。 •発声する
・玉落としゲーム 3. 3つの遊びを楽しめる。 ・自分からかかわるな
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図32 「総合」の目標及び内容の設定状況ー 図33 「総合」の目標及び内容の設定状況ー
「養護学校」 「学級」







図34 「総合」の年間計画の作成状況ー「養護 図35 「総合」の年間計画の作成状況ー「学級」
学校」
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事例 1 下学年の目標や内容に替えて指導する小学部 5年の児童のケースについて，
国語科の「 C読むこと」の学習内容を取り扱った指導
事例 2 該当学年の目標や内容で指導する中学部 3年の生徒のケースについて，
技術・家庭科の「 I家庭分野 B家族と家庭生活 (2)幼児の発達と家族」
の学習内容を取り扱った指導





































































































































※ 0•••扱う内容 ◎…特に重点的に扱う内容 ※口·,•本単元
単元名 A話すこと・ B書くこと c読むこと
聞くこと (1・2年） (1・2年）
(3・4年）












゜゚ ゜「ピータイルのねこ」 ◎ ◎ 

























































学年 国語への 読む能力 言語についての知識・理解・技能
関心・意欲・態度








①「今日の動物はどんな特徴 ① 1つの文から動物の特徴を見つけることができ ①1年生程度の漠字
をもっているのかな？」と関 る。 を読んでいる。





























































































































時 日 「個別の評価基準」 手だて 備 考
付 関 読 言 ア イ
（黙読） （内容把握）




1 1/ 分かち書き たが，どこから読んでいいか分からず，戸惑う場面が見
12 B B B • B ①本文を指定
られた→分かち書きに傍線を引く




2 13 分かち書き ・指で文字を追うようにさせて今読んでいるところをよ
B • B 
傍線
①本文を指定 りはっきりさせるようにしたA B 




3 20 分かち書き •一文を入力するのは難→答え「川」のみを入力させる
B B B • B 
傍線・教師の
①本文を指定指さし








A B B • B 厚紙 方法がとれる教具を考える
紙面 バインダーに厚紙を挟み ずらしながら一行ずつ見える




A B B • B 厚紙 より大きい書面台にした方がよい































A B B • B 面が見られたが，行の先頭を指差すと，なんとか読み進
められ，内容把握も的確だった
紙面 ・ 「サルと人間との違い」については， 「ことはを使う」
10 2 ② ④ ① • ② 分かち書き (2文から） ことを文章中から読み取ることができていた
助詞に赤字 ・「今まで出てきた動物は？」の問いにも， 「ライオン」





紙面 • I 関」•••関心は深まったが， 「違い」は意識していな



























































































































































































































































必要な衣食住に関する基礎的な知識と技術を習得す(1)自分の成 (2)幼児の発達と (3)家庭と家族関 (6)家庭生活と地域との
るとともに，家庭の機能について理解を深め，課題を長と家族や・・・ 家族ついて 係について かかわりについて
もって生活をよりよくしようとする能力と態度を育てる。
題材名 小題材名 ア イ ア イ ア イ
中学生になるまで 中学生になるまで
゜子どもの成長 幼児と遊び O* 
幼児の成長
゜子どもと家族や周囲の人びと ゜゜わたしと家族・家庭 わたしと家庭生活 ゜と地域 家庭生活と地域
゜地域に参加 地域の人と交流を深めよう O* O* 



























生活や技術への 生活を工夫し 生活の技能 生活や技術についての
関心・意欲・態度 創造する能力 知識・理解
幼児に関心をもち，幼児の遊 幼児の遊びや幼児の発達とそ 幼児の遊びや幼児の発達と家 幼児の遊びや幼児の発達と
びや幼児の発達と家族との のかかわりについて課題を見 族とのかかわりについて，障 家族とのかかわりに関する
かかわりについて考えよう つけ，その解決を目指してエ 害の状態や程度に応じて観察 基礎的な知識を身につけて










生活や技術への 生活を工夫し 生活の技能 生活や技術についての
関心・意欲・態度 創造する能力 知識・理解
幼児にとっての遊びの意義 自分の過去も参考として， 幼児の簡単な遊び道具が障 幼児にとっての遊びの意義
や，遊び道具と発達のかか 遊びに自分なりの工夫を加 害の状態や程度に応じて製 を理解する。
わりについて， VTRや自分 えながら幼児に適した遊び 作できる。 遊び道具の役割を知り，発















Bさんを前もって 規準と同じ 自分の経験談をまじえな 実際に遊び道具
----------------------------------------― ぞ一
指名して，発言する プリント感想欄に意義についてわかっ がらまとめたり，製作した を用いてみて，そ
土霰
時間をつくる。 たことや感心したことが書かれている。 りする。 の遊びに必要と
プリントの記入内 わかったことや感心したことが言える。 学習したことを応用して なる動きや発達
度ム9日L込ヒ巳ヽ、





















その中に， Bさんが できる。また，製作したものについて， また，製作したものについ きるよう，幼児の
技
取り組めそうな内 どんな発達段階を考えて作ったか発表 て，発達段階に加え安全面 特徴を伝えなが





： ----------------------------------------- も説明できる。 あげ，それを通じ遊びの意義をプリントに書いたり，こた
えられたりする。
発達段階と遊びを結びつ て幼児がどう発



















関・意 エ・創 技能 知・理
1/17 幼児期を知る VTR視聴により，幼児の生活を知 プリント 期末
習ノし
る。 確認欄 テスト
生活習慣を身につ 幼児期の大切さを考え，知る。 B A の
覧 ける 基本的生活習慣について知る。
／ 1/24 生活習慣を身につ 社会的生活習慣について知る。体の 発言内容 期末
4ヽ 
ける。 発達を知る。 A テスト
心身の発達 A 
1/31 心身の発達 心の発達を知る。 発言内容 発言内容
いろいろな遊び 幼児の 1日の生活を知る。 B B 
いろいろな遊びについて知る。
2/7 遊びの中で育つ 遊びの意義を知る。 製作レポ 製作レポ 製作計画 プリント
遊びと発達 発達段階の応じた遊びの必要性につ ート ート 確認欄
いて知る。 B B B B 
： び いろいろな遊び 簡単な遊び道具の製作 (1)2/10 いろいろな遊び 簡単な遊び道具の製作 (2) 製作に対 製作にお 製作に対 完成時の
する取り ける工夫 する取り 製作レポ
＾ 8 組み 組み ートヽ
A A B 2/21記載
2/14 いろいろな遊び 簡単な遊び道具の製作 (3, 4) 上に同じ 上に同じ 上に同じ 上に同じ
B B B 
2/21 いろいろな遊び 製作した道具について発表する。道 遊び道具 製作レポ 製作への 製作レポ
幼児と家族のかか 具で遊んでみる。 を扱う姿 ート 取り組み ート内容
わり 遊び道具を通してかかわる家族の 勢 発言内容












学習の前半は，幼児についてイメージし 遊び道具の見本を参 製作物の見本の中から，取り組め 幼児にとっての遊びの
たり，自分の経験を思い出したりしなが 考として製作物を決 そうな物を選ぶことができたが， 意義を，詳しい理由をも
ら，遊びの意義や発達について考えにく めたが，そこに，も 時間の見通しをもちながら製作を って説明でき，理解して
かった。しかし，製作を進める中で自分 っと遊びやすくなる 進められると，なお良かった。 しヽた。
の過去を思い出したり，たまに会う従兄 よう道具に工夫を加 製作の発表は，遊び道具の役割と 遊び道具の役割を知り，



















































































































































































































































































































































実態 方針 目標 内容 手だて 配慮
・社会的事象に関心をもっ •本人のペースを尊重・近現代史を中心とす 2. ・状況に応じてパ ・確認作業等，反復
ているが，学習に対するしながら，学年相当のる世界の歴史を，我 個 ソコン等，代替手学習を徹底させる
粘りにやや欠け，深く追究基本項目を着実に身が国の歴史と関連付 の 段を利用する •発言に対して即座
しようとしない態度を見せに付けさせる けながら理解させ，人 年 ・しつかり発言でき に評価を行い，次の
ることがある（関心・意欲・ •一斉授業による通史類の課題を多角的に 間 る時間を確保するステップを確認でき
態度） （思考・判断） 的な学習に加え，希考察させることによっ 計 とともに，話の要るようなアドバイスを
・上肢に障害があり，書字望進路（大学への進て，歴史的な思考力 画 点をまとめる習慣行う
や作図，作業全般に時間学）を考慮し，学習内を培い，国際社会に 参 を身につける ・成功体験を増や
がかかる（資料活用の技容の精選を図りなが主体的に生きる日本 照 ・要点を絞った板し，課題に対する積
能・表現） ら，「テーマ学習」の人としての自覚と資質 書と，一定の時間極的な姿勢が保た














































































関心・意欲・態度 思考・判断 資料活用の技能・表現 知識・理解
・アヘン戦争の原因や歴史 ・アヘン戦争の原因や歴史 ・アヘン戦争の原因や歴史 ・アヘン戦争の原因や歴史
的背景その経過と結果及 的背景その経過と結果及 的背景その経過と結果及 的背景その経過と結果及
び日本に与えた影響など び日本に与えた影響など び日本に与えた影響など び日本に与えた影響など
に関する学習を通して，ア に関する学習を通してア に関する学習を通して，ア に関する学習を通して，ア
ジア諸国の内部で進行し ジア諸国の内部で進行し ジア諸国の内部で進行し ジア諸国が，ヨーロッパ諸
ていた変化とヨーロッパ ていた変化とヨーロッパ ていた変化とヨーロッパ 国の進出によって社会や
の進出によって引き起こ の進出によって引き起こ の進出によって引き起こ 経済の変動，伝統文化の変
された変貌に対する関心 された変貌を考察し，判断 された変貌に関する資料 容などを余儀なくされた
を高め，意欲的に追究する しようとしている。 を障害の状態や程度に応 ことを理解し，その知識を









標 関心意欲態度 思考・判断 知識・理解
技能・表現
・図書館への引率 ①19世紀半ばのアジ ①三角貿易が行われ ①資料から教科書に ①アヘン戦争の原因
単
・書籍からの抜き出し アを囲む国際関係に た背景について考察 載っていない事実を として，銀の流出，
コピー 関心をもち意欲的に している。 正確に読みとること 三角貿易，林則徐の
プE ・学習計画の早めの提 テーマの設定をしよ ②19世紀半ばのヨー ができる。 果たした役割につい
の ホ
うとしている。 ロッパとアジアのカ ②複数の資料を客観 て正しく理解し，説
•発言時間の保障。 ②アヘン戦争の原因 関係とそれぞれの国 性をもって読み比べ 明している。
目
・要点を絞った板書。
や歴史的背景，その の立場について考察 ている。 ②19世紀半ばのヨー
標 ・パソコンによる資料
経過と結果及び日本 している。 ③発表資料作成にパ ロッパとアジアのカ
に与えた影響などに ③アヘン戦争の結果 ソコン等を用いて他 関係について説明し
と 作成指導 ついて積極的に資料 が日本の開国に与え 者にわかり易くまと ている。
同
•発表内容の要約化指 を収集・選択し，意 た影響について考察 めることができる。 ③南京条約の不平等
導 欲的に調べている。 している。 ④はっきりとした声 さとそれが引き起
じ ・インターネットの積 ③複数の資料を活用 ④現代の世界の動き で他者に分かるよう こした中国社会・文
極的な活用。 しようとしている。 との関連についても に発表を行うことが 化の変動について言
・進捗状況のこまめな ④19世紀の世界の一 考察し，客観性のあ できる。 及している。

















資料の ① ① ① 
収集・選択 見取り（様子・発言） 見取り（発言） 見取り（つぶやき）
資料の
① 麟 ③ ① 
3 4・5 見取り（様子，発言） 見取り（発言） メモ メモ
分析・整理 メモ メモ
① ④ ① 
4 6 中間報告 報告内容・メモ 報告内容 報告内容・メモ
見取り（様子・発言）
内容の修正
④ ① ③ ① 
5 7 
発表資料の作成
見取り 発表資料 メモ•発表資料 発表資料
（様子・発言）
発表と
④ ① ④ ① 
6 8・9 
意見交換
見取り（様子•発言） 発表・発表資料 発表 発表・発表資料
発表 見取り（発言） 見取り（発言）
① q 

















関・意・態 思考・判断 技能・表現 知識・理解 備 考
次 時間
①②③④  ①②③ ④  ① ② ③ ④  ① ② ③ ④  
1次 1時目 B B 関心高く，意欲的な態度
2時目 B B B 積極的に資料収集
2次
3時目 B B B 積極的に資料収集
4時目 B B B B B B B B B B 資料の分析はやや停滞気味
3次
5時目 B B B B B B B B B B 資料分析のアドバイス
ミ
6次
8時目 B A A B B A A A B B 要点を押さえた発表ができた
9時目 A A A A B A A A A 熱心に聞き積極的に発言
7次 10時目 A A A B A A A A 積極的に意見・感想を述べた



















A. 単元の評価規準 (B規準）を 3段階に設定した 3段階規準表を設定しています。
























例 ・単元 「かけざん」 ・内容 かけざん九九
・目標 3段階評価目標（規準）を設定。「個別の評価基準」で評価。
②同単元異内容異目標・・・・同単元の一斉指導の中で個別の目標と具体的学習内容を設定していく。
例 ・単元 「たしざん」 ・内容 2位数の加法， 繰り上がりの加法，繰り上がりのない加法など
・目標 個々の学習内容に対応する評価規準
③複式指導（異単元異内容異目標）・・・・学力の差が 2学年以上あり，同単元で設定できない場合。



































①対象児 ②指導目標 ③指導の重点 ④指導方針 ⑤年間指導内容（単元配当表） ⑥指導形態について
表 1 例第 2学年学習年間計両（単元配当表）
月時数 単元 A ・B I C ・D I E ・D 指導形態
4 4 かず 10までの数 ：20までの数 ：1000までの数 異内容異目標
4 20までの数 ：100までの数 日0000までの数
5 6 たしざん 10までの足し算 ：繰り上がり :2位数の足し算 異内容異目標
2 100までの数と足し算 ：3位数以上の足し算
——• -- -- --＋ - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
- - - ・ - -
7 8 ながさ 長さcm,mm, m 同内容異目標
4 ぶん しょう加減法の文章問題 同内容異目標
マ~
9 16 かけざん かけ算の概念（何倍と累加）2・3・4倍 2+2+2=2X3 同内容異目標
（九九） かけ算の概念とかけ算九九 2の段， 3の段， 4の段， 5の段
→ ← -- - ----- - ---








をもたせることで学習効率を高めようと考え， B規準までを 3段階に分けた評価規準 3段階表を作成した。
表 2 筑波大学附属桐が丘養護学校小学部 第 2学年観点別評価規準 (3段階規準表）抜粋
単元名・ 観点別評価規準
学習事項 Iア 関心・意欲 Iイ数学的 Iウ数量や図形についての 1エ 数量や図形についての知識・理解
・態度 な考え方 表現・処理






とらえるとき進ん I加法を用い I・被乗数を乗数の数だけ累加 1・乗法の答えば被乗数を乗数の数だけ累加する方
で乗法を用いよう て求める。 して乗法の答えを求めること 法で求められることがわかる。
とする。











叫I・乗法に関心をも ・乗法の答 ・乗法の場面を何倍の概念か ・何倍かをとらえて，乗法の式を用いることがわか
ち，ものの個数を えを何倍の ら式に表すことができる。 る。
とらえるときに何 概念でイメ ・被乗数と乗数の数が少ない ・乗法の答えは，加法でも求められることがわかる。
倍の概念を用い ージするこ とき何倍のイメージで加法を ・2倍や3倍の意味がわかる。
ようとする。 とができる。 用い答えを求めることができ
る。





表 3 例 第 2学年かけ算 単元目標・観点別「個別の評価基準」表
ノI日し土里L 単元目標（「個別の評価基準」） 観点別「個別の評価基準」
A, B ・「かけ算」の用語を知り，具体物や半具体物の操作を通して乗法の意味につい アー③，イー③
て知る。 ウー③，エー③
C, D ・乗法の意味について理解し，乗法の式に表すことができる。 アー②，イー②
・乗法九九のいくつかを唱えることができる。 ウー②エー②










表 4 例 第 2学年かけ算 内容，単元目標，観点別「個別の評価基準」表
児童 内容 単元目標（「個別の評価基準」） 観点別「個別の評価基準」
A, B 和が10までの ・加法の意味と和が10までの加法計算の仕方を理解す 第1学年
足し算 る。 たしざん(1)参照
C, D 1位数＋1位数 . 1位数と1位数の繰り上がりのある加法の計算の仕方を 第1学年
繰り上がり 理解する。 たしざん(2)参照
E, F 2位数の足し算 ・筆算形式による2位数同士の繰り上がりのある加法の計 第2学年








表 5 例 第 2学年「たしざん」単元指導計画 8時間扱い
月1日 1時 A ・B C ・D 
和が10までの足し算 ！ 1位数十1位数繰り上がり ｛ 
E ・D 
2位数の足し算
5 110『I加法の意味理解（増加合併） ！加法の意味理解（増加合併） ！加法の意味理解（増加合併）





























































































































20 18 筆算形式 2位数＋2位数（繰り上がりなし）






































































































































A 脳性まひ，電動車いすを使用視知覚に課題。 ④⑤⑥  ②③ ④⑤  ①⑧⑨  
B 脳性まひ，走可能捕球可能。 ⑥⑦，⑧，⑨ ⑦⑧ ⑨⑩  ⑤⑥⑩⑪⑫⑮  




















































































































































































1. 遠藤 友麗 (2001) 新しい時代の学力作り授業作り 中学校美術科編． 1 4 
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A 学習内容を振り返る「振り返りカード」を使用しています。































音楽への 音楽的な 表現の技能 鑑賞の能力
関心・意欲・態度 感受や表現のエ夫
音楽に親しみ，音楽を 音や音楽のよさや美し 音楽を表現するための 音楽を楽しく聴取，鑑
進んで表現し，鑑賞し さを感じ取り，それら 基礎的な技能を身に付 賞し，そのよさや美し
ようとする。 を音楽活動の中で創意 けている。 さを味わう。
工夫し，生かしている。






























































































































































































































































































































































































































































































ア課題設定 イ．問題解決力 ウ人とかかわるカ 工自己理解•他者理解 オ自己の生き方
各教科・領域等で 各教科・領域等で 各教科・領域等で 互いのよさと，各々の 今回の体験をこれ
の学習や今の自 得た知識や経験 得た知識や経験を よさを発揮できる活動 までの知識や経験


























ア イ ウ 工 オ
1 2 ・昨年の経験を振り返り， 1,2年生に伝える
◎ 







2 ／ 下見等の係分担をして，互いに協力しながら準備を 集の方法援助に関する見通しとその対応策
21 進める




















































































































































































































































































口活動枠 学校生活 い夕もな 身近にいる 触忍tたり，身i柊 手を使うのリズムを ことを｛楼倹 麟との畝 縮濁かしたりすること ことで楽整え，元気 し，楽しめ を楽しみ， を受t入れ身体各部の しいことに過ごす る活動 気持ちを表現 ボディイメージを高め が起こる琴 する沼肋 る活種J 活動 まりの会 さル舌 あそび おl必ゞく うんどう ぞうばA
翻 l浮習
随年） 陣年】 パデ／ュート 始まりの ボー）沿＼ 鯉のぼり 手あそび
歌・いろ
ら逃げよ
















































































































1本 各 部 の
し 一





























目標 手だて A基準 B基準 c基準
【集団活動】 1 手を引いて誘う。 離れた場所から顔 少し離れた場所から 視線を向けず手
友だちや教員から 2 手を断続的に引いたり離したりし だけ覗かせる教員 声を力けられても，近 をなめたり手噛
の働きかけを受け ながら誘う。 を見て，近寄って 寄って行くことがで みをしたりし
入れ，ゲームの雰 3 肩などに触れて合図し， 50cmほど 行くことができ きる。 て，教員に近づ
囲気を楽しみなが 離れた場所から声で誘う。 る。 少し離れた場所に いていこうとし
ら活動できるよう 4 肩などに触れて合図し， lmほど離れ 教員が顔を覗かせ いる教員に視線を なし‘。
にする。 た場所から声で誘う。 るだけで，笑顔に 向け，方向を確か


















（第 1,4, 6, 9時）
- 126-
0本題材における評価の実際
言晋面 第 1時 第2時 第 3時 第4時 第 5時 第6時 第 7時 第 8時 第9時
瓢
基準 B回転 B B 膝立ち B 扉が B 3回続 B 1歩分 B C手を断続 B 直接
で進む 1, 2歩 前 目にはいる けて近づく。 の距離であ 的に引き寄 的なかかわ
に。移動時 と膝立ちST 指で探る仕 れば，笑顔 せられて， りがなくて
に笑頴 近づくと笑 種扉針到し で近づいて 膝立ちで進 も，教員に
顔で体を寄 キ卦ンとす くる。それ む。手が離 近寄ること
せる。 る。 以上離れる れると，注意 ができた。
と興味も減 が途切れ
る る。
備考 箱の中 「残念」の 音声に動き 音声に動き 広々とした 部屋から子 教員とのか 大勢の参 授業前の
で遊ぶ 音声に泣き を止める。 を止める。 中で笑顔 どもの声が かわりは受 加者が見 体調が不
顔。 「残念」にも 聞こえた時， け入れてい 守る中で活 安定。教室
盛 ん に 笑顔。 一瞬動きを る。周りへ 動し，普段 内を少し自
発声。 止める。後 の気づきは と違う雰囲 由に移動。
半， Tのかか 少なかっ 気を感じて スイッチの
わりが途切 た。 いた様子。 音声を聞き
れたとたん 体調が不 拒否反応 笑顔。
手をかみ始 安定。活動 はなく，活
めてしまう。 が今ひとつ 動は安定し
10:10 頃発 よくない。 ていた。
作。 10分くら
し、寝る。
改善 カーテンを スイッチ選 スイッチに白 スイッチを紙 部屋3個。箱 前半の説明 呼びかける 周囲の環
9 占9ヽ 止めて 択なし。 し紙 皿で覆う。Tに を細く頑丈に を短くしてテ 時，距離を 境が普段と
扉に（倒 集団と絡む 扉lを弓倍戸。 近づしヽ た時； スイヅチの色 ンポよく進行 開けすぎな 違った点が
すように 場所を明確 扉軽い素材 スイッチを押 が見えるよう できるように い。身体あ 影響してい
して開け に。 に。声色菱え した時スキ に。 する。 そびに終 たのでは。
































































































































































































































「何で遊ぼう 1」 ・頭部を起こしながら座位姿勢 ・頭部を起こしながら座位姿勢
具体物や写真・絵カードで活動の をとる。 をとる。
選択をする。 「何で遊ぼう 2」 ・ボールを使って楽に身体を伸
・絵本やボール，楽器など ・写真・絵カードで活動の選択を ばす。
活動内容 スイッチ活動をする。 する。 (2枚カード） 「何で遊ぼう 3」
・コロちゃん（犬） ・OXカードを見る。 ・写真・絵カードで活動の選択を








• 5 0 cmくらい離して 2つの写真カードを提示する。また，一つのカードに 5秒の注視があったら，声を
主な かけて確認する。












































































身体の緊張は強いが，少しずつ 1. 身体を通したかかわり 0.提示している課題に，意識を向けることができる。
一緒に弛めることができる。ま の中で，身体の緊張を弛 1 教員の意図を理解して， 自分から取り組む姿勢ができる。
た，自分で意識して動かすことも め，自分で動かすことが 2.腕や肩まわりの緊張に気づくことができる。




ことができる。具体物であれば， を見て，視線や表情など 1 具体物や写真・絵カードなどを見ることができる。
すぐに視線を動かすことができ で活動を選択して，相手 2 一つの具体物や写真・絵カードを注視して，視線や表情で伝えることができる。




玩具に意識を向けて，自分でス 3 教員の意図や場面を理 〇 玩具を見るが，スイッチを押すことが難しい。
イッチを押し動かすことができ 解して，自分で玩具を操 1 玩具を見て，少しの援助でスイッチを押して操作することができる。






学習内容 活動期間 5月17日（月）から 7月12日（月）まで (23回） 評価方法と時期












く6/28 （月） ～7 /12 （月） ＞ 
(5)本単元における評価の実際
5 5 5 5 5 5 5 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 7 7 7 総
／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ 括
1 1 2 2 2 2 3 2 7 ， 1 1 1 l 1 2 2 2 2 3 1 5 1 的
7 ， 
゜
4 6 7 1 
゜





評 3 3 5 4 5 4 5 4 3 3 3 4 4 5 3 4 4 4 
価
---- --------










関 上 上 関 欠 欠 当 流 上 上 当 習 欠 達 っ 上 腕 倣 幹 右 張 分
節 げ げ 節 別 邑子→ げ げ 別 生 を て げ の し
゜
腕 が で
ま ◎ ◎ ま 習
゜
あ 意 し) 動 て 肩 の 逆 動
わ 集 わ 視 り 識 る 体 き 右 の 動 iー‘- か
り 中 り 線 ▽ し~一 幹 ◎ 腕 緊 き 入 す
△ 力
゜
◎ と 捻 股 を 張
゜
る 意
備 も が り 関 自 強 視 が 識
出 多
゜
節 分 し＼ 線 が
考 て し) ▽ か ▽ ◎ 指 高
き ら 意 示 ま















2 4 2 3 3 4 3 3 4 3 
評
価
---- -------. --------- ---- --------- -------- --疲-- -時--- -教----← 集---
周 玩 頭 担 ス 内 相 話 画 ス 頭
囲 六目 れ 部 間 当 ィ グ合マ 手 員 中 し 面 イ 部 項
を の 有 介 な 別 ツ プクJ< ヘ の し を グ冬パ ツ を 関
気 功冬＜ り 助 し チ 更 の 合 て 聞 化 チ 保 係
に 更 動 意 図 画 し) を の 持 の
し 指 玩 作 絵 識 で 面 て 視 押 あ 中
て 本 さ 六目
゜
本 が 玩 を 玩 線 す り で
備
し） の し X ▲ 低 具 見 六目 で 夕 操
た 選
゜
し) を て を 伝 イ 指 作
考
択 ▲ 動 ス 動 え ミ さ が
か イ か る ン し 可





を 視 ＜ 
゜
な
押 線 な つ










































































































： ! ； 
l発展課晨員こ 中口^l ．、
















2 - : ： ； 
3 かかわりがあればずつとおきていられ盃
4.少しのかかわりでおきていhれる
5 かかわりが無くても起きていられる ！ 
； ． ． ： 
2 心理的な安定 〇発作が多く、落ち着かない様子である：
リラックスできる雰囲気の 1 発作があり｀横にするとすぐに眠ってしまう
中で、心身を落ち藩かせる 2 - ; ； : ; ！
ことができる 3 横にすると目をとじているが、かかわりに応じて表情などで反応できる






・・・>・ 9・ • ~ ~ ~ ~ ~ • • ・.,・. • • • • • 9 • • • • • • • • • •..... 
l評価者 10月 11月 12月






I担任 3 眠りそうになったときに 4 発作が少なく、語りかけ 3 かかわりの途切れで、
腕などをさすると起きていら にいい表情を見せることが 眠りにつくのが早くなった
れる 多い
担任 3 スヌーズレンでは最初 3 スヌーズレンでは眠るこ 3 スヌーズレンでは眠るこ
のうちには起きていて、光な ともあるが語りかけで起き ともあるが語りかけで起き
どを楽しめる たりする たりする



































目標 覚醒して授 集団の雰 自分の順 左手の動きで 表情で感情を
題材名 業に参加す 囲 気 を 受 番を知る。 楽器を鳴らす 表出すること
（抜粋） る。 け入れて ことができる。 ができる。
いる。
3 合奏「越天楽」
゜ ゜ ゜ ゜邑子 わらべうた ゜ ゜ ゜ ゜期 「あんたがたどこさJ
「ずいずいずっころばし」
③音楽の授業と「個別の評価基準」について
授業名 音 楽 生徒名（学年） Iさん（中 1)
単元名 「日本の音楽に親しもう」 題材名 合奏「越天楽」
音楽にお （環境の把握］ ［身体の動き） 【コミュニケーション）
ける基礎 場の雰囲気を受け入れる。 自発的に左手を動かす。 様々な音楽休験を通して，自己表
課題 現を活発にする。
本題材に 【環境の把握） ［身体の動き） 【コミュニケーション］
おける目 ①楽曲や仲間との合奏場の雰 ②左手の動きで楽器を鳴らすことができ ③自分や仲間の音を聴いて，表情
標 囲気を受け入れている。 る。 で表出することができる。
「個別の 2．嬉しそうな表情をしている。 5. 自発的に左手が動き継続的に楽器の 2.眼の動きやI」元などで気持ち
評価基準」 1. 穏やかな表情をしている。 音が鳴る。 を表出する。
゜
























次 期日 担当 ① ② ③ 記述欄
訟1[・Jべぶ（月翠）鐸17恐:穴：でIんぶ:匁魯［匁訟汐／忍ふいんロっぶた笈。沢翠ニ災入洛魯：笈忍：匁こ翠翠こ公二翠忍□忍心羹゚今芯日公はぶ登え校翠時綴から羹反翠応fが魯鈍硲く眠9り崎か笈ち公た芯
6 2 ・ 1 0 沢山の参観者がいるのを意識しているかのように，楽器では左手の動きが活発に見られ，
MT 1 5 2 
（木） 最後の感想発表では初めて自発的に左手が上がった。
---雫---- ---------------------1------------------------------------------------------... ------.. -------------
左手の動きが良く自分の動きで2回ほど最初の音を鳴らすことができた。演奏している
ST 2 5 2 
間，働きかけなくても継続した音を出し続けている時があった。
体調にも左右され，日によって評価が異なることもあった。しかし，周囲から目標達成
































































































































































































































































































































































































































































2. Fune ti onVi ew 
マウスかジョイスティックが使えれば，鉛筆で文字を書いたり，定規を使ったりすることができ
なくても，グラフを描くことや座標（点）をとることができます。おまけに教育用フリーウェアです。



























































アクリル 7 0℃ 
ポリスチレン 8 0℃ 
















































戸子 期 呂子 期. 
月 4 | 5 | 6 | 7 ， | 1 0 | 1 1 | 1 2 1 | 2 I 3 
巴子
校 埠、土 水 移 夏 運 工 呂子 N 入 冬 音 卒修学
泳 動 季 動 場 刃白刃 日試季 楽 業業年
巴子 足 指 教 休 会 見 発 K 休 鑑 式式末
部 導 室 業 呂子 表 見 業 骨只 休
行 会 } 子 会 業
事
教科名
わたしたちわたしたち わたしたち わたしたち わたしたち
の国士と環の生活と食 の生活とエ の生活と情 の国士と環
境 料生産 業生産 報 境
社
(I)各地の (I)米づくり (2)水産業の (3)これから (2)工業地域（1)自批車を (1)情報を伝 (2)情報社会 (2)わたした (3)わたした
一会 くらしと気のさかんなさかんな地の食料生産 と工業生産つくる工業 える人々 とわたした ちのくらしちの国士 一

































































































































































































































◇参考文献 前芝武史 (2005) ：肢体不自由養護学校における彫朔教育の実践と考察—筑波大学附属桐が丘養護

















































ます。 ｀ ＇ ◇材料・入手方法・作成方法等 ，． 
い物を探して下さい。），必要に応じてシール等
テンキー（ノートパソコン用に売られています。 Numlock非連動ではな↑？ ？ ； eへ^
設定：スタートボタン→ （設定） →コントロールパネル→ユーザー補助（のオプション） →マウス
「マウスキー機能を使う」のチェックボックスをチェックし，以下のように設定すると使いやすいです。





















































































































































































第 1分科会 本校小学部 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・181






















4 _ l寺 程己
8: 40 g: 15 






13 : 00 
□ 分科会
9:00 12:00 13:00 15:30 









研 究 報 告 「特別支援教育の実現を目指す学習評価の在り方と授業の実践
教科・総合的な学習の時間・自立活動の評価ー 」 当校 研究部







開 小学校「教科」に準ずる教育 小 5・6混合のグループ学習
授
業 自立活動















ついて， 「世界史A （調べ学習）」 「体育（ハンドボール・ハンドサッカー）」の授業実践を例として報告した。
講師 徳永豊氏（国立特殊教育総合研究所企画部総括主任研究官）
公 世界史 A
開 高等学校「教科」に準ずる教育 高 2
授
業 保健体育












































































































































































































































































































く第 1日目 「個別の指導計画」と授業つくり (I)> 
「時代の背景の変化」「21世紀は共生社会を目指す」「障害者ケアマネージメントの原則」「「つけたい力とは，
目指していること」「視覚に頼らない教科教育の原則」「今後に向けて」






































今回， Plan・ Do ・ Seeの考え方の中でそういった評価システムをきちっと作っていこうというのが桐が丘
養護学校（以下，桐が丘）の研究でありました。各学校で本当にそういった形で動いてきたかということを

























































人が1.29人のお子さんを受け持つ計算になります。 6人の子どもに 4人もしくは 5人の教員がつく計算とな
りますが，中にはA先生は a君， B先生は b君のような感じで一対一の関係となり，皆で学級経営をしてい
く発想が非常に薄れてきているように感じています。「個別の指導計画」を担当教員だけで作成し，他の教
員が何も言えないようなことをしていては，改善はされません。周囲に対しても説明責任が果たせません。



















































浅沼秋穂 石川紀宏 石田周子 岡 多 美 子 加藤 晃代 金子幸恵 河 野文子
佐々木春代 佐藤孝二 里見達也 鹿間孝一 杉林寛仁 谷川裕子 千 野恭子
長田 実 西垣昌欣 橋本志保 蛭田史子 向 山 勝 郎 村主光子 若 木由香
和田怜子
中学部
池田 仁 石毛安子 ー木 薫 大石京子 大川原恒 大塚 恵 奥村彰悟
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松原 豊 松本みよ子
高等部
青 山 正 人 笠原武子 加藤隆芳 越田益人 齋藤 豊 佐藤慎寛 志垣 司
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